
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月は「人権教育月間」です。全校で集中的に人権について考え、話し合い、理解を深めています。 

まず２日（水）に校長講話がありました。「いじめ」についての内容でした。「いじめ」はいじめられた側

が深い傷を負うのは言うまでもなく、絶対に許せない行為であるということや、いじめた側も「一人の人生

を狂わせた」という罪を背負い、生き続けなければならないということ、そんな辛く苦しい人生を歩んでほ

しくないという願いを、学校長が生徒に真剣に語りかけました。 

 また、１４日（月）には「人権教育講演会」が行われました。講師は中国の新疆（し

んきょう）ウイグル自治区ご出身で、上田市在住の「入安 ムニレ さん」でした（右

写真）。ムニレさんは、東信の小中学校において、外国籍（特に中国籍）の児童・生徒

への日本語教育・学校生活の支援を行うとともに、日本在住の外国人の方の生活向上に

関わるサポート活動をされているということでした。講演会は、外国の方に対して日本

人が持つ先入観や差別意識について考えさせられる内容でした。講演を聴いたある３年

生の感想を紹介します。「日本人が気遣いだと思ってやっていることや発している言葉

で、外国人の方は失礼と思うかもしれないし、先入観で『この人〇〇人だ』などど決め

つけてしまうと相手は嫌な気持ちになるだろうから、ムニレさんが話していた『１回頭を真っ白にし、深く

考えること』が大切だとわかりました。人権というと難しく感じるけれど、『共に生きる』と考えれば誰で

も考えられると思う」。 

 みんなが幸せに仲良く生活するために、人との繋がりの中でしか生きていけない私たちが、どのように人

と接していかなくてはいけないか、真剣に悩み、考える月間となっています。 

 

 

感染状況を考慮し、１０月の須賀野祭

２日目に行われる予定だった音楽会が、

１１月８日（火）に行われました（右写

真）。密を避けるため、学年ごとに体育館

に入り、他の学年は各教室でリモート配

信によって鑑賞しました。今回の音楽会

の全校テーマは「開花（かいか）～一人

一人が心を開いて歌い、歌声を花のよう

に開かせよう～」でした。保護者の皆様

にも各家庭１名限定ではありましたが、体育館でお子さんの演奏を直接聴いていただくことができました。 

終わりの挨拶の中で、学芸委員長３年生の竹田さんは「体育館で集まってお互いが歌声を聴きあって本当

にうれしかったです」という感想を述べていました。十分な練習時間をとることができずに、マスクもつけ

たままの合唱ではありましたが、クラスが一つになって協力することの良さを実感できる素敵な時間とな

りました。 

 

人権について全校で考えています 
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延期していた音楽会が行われました 



【１２月の予定】 
１２月 ２日（金）  ＰＴＡ理事会 

    ３日（土）  数学検定 

    ４日（日）  松本市ＰＴＡ連合研究協議大会 

５日（月）  学校保健委員会 

６日（火）  生徒会 

７日（水）  保護者懇談会（～１３日（火）） 

１６日（金）  ＳＣ（スクールカウンセラー）来校 

   ２０日（火）  生徒総会 

   ２３日（金）  ２学期終業式 

   ２４日（土）  年末・年始休業（～１／５（木）） 

   ２９日（木）  学校閉庁日（～１／３（火）） 

 １月 ６日（金）  ３学期始業式        

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

          

   ２７日（木）  ２年職場体験（～２８日） 

 
＜ 部活動新人大会入賞の記録 ＞（11/21 現在） 
令和４年度 中部日本吹奏楽コンクール本大会 10/1 福井県福井市開催 

 吹奏楽部 中学校部門大編成の部 銅賞 

令和４年度 長野県中学校新人体育大会（中信ブロック大会）11/6 

 男子バスケットボール部 第４位 

令和４年度 長野県中学校新人体育大会陸上競技中南信大会 9/17 

 陸上部   入賞６人 

 

 

 

●１１月１４日に長野県全域に医療非常事態宣言が出されました。感染警戒レベルは５に引き上げられて

います。松本市では、5 月 24 日改訂の「新型コロナウイルス感染拡大防止に対応した学校運営ガイドラ

イン」を基に、感染防止対策を強化したうえでオンライン配信などを併用し、通常授業を実施してまいり

ます。また、学校で陽性者が発生した場合などにおいては、別途、学級閉鎖等の対応についてご連絡申し

あげますので、よろしくお願いします。「昨日から何となく喉に違和感があって、気のせいかと思って登

校したけど熱が出てきた」という事案が多いです。ご家庭においても、朝、少しでもカゼ症状がある際、

そのまま登校させることが無いよう、ご協力をお願いいたします。 

●身体的な事情を除き、自力（徒歩や自転車）での登下校を原則と考えます。毎日のように保護者の自家用

車で、昇降口横付けで送迎をしてもらっている生徒がいて気になります。「自立して生きていく力をつけ

る」意味でも、安易な送迎は控えていただければと思います。なお、やむを得ず送迎される場合は、学校

敷地内の駐車場での乗降にご協力ください。 

●夜が長くなり、帰宅後の生活が心配されます。生徒の様子について気にかけていただき、声

がけをお願いします。特に触法行為（万引き、飲酒、喫煙、自転車の窃盗、深夜徘徊など）、

自転車での交通事故、ＳＮＳ利用時のネットトラブルに関しては十分に注意し、ご指導くだ

さい。友達の家への外泊も問題行動につながる事が多いため、させないようにしてください。 

 

 

連絡とお願い 

＜相談窓口（校内）について＞ 体罰やスクー
ルセクハラ､学習､部活動、悩み事等の相談 
１ 係相談窓口は保健室の永田先生と教頭です。 

２ スクールカウンセラーへの対応窓口は宮下先生で

す。担当以外でも相談をお聞きします。困ったこと

がある場合は、遠慮なく相談して下さい。 

TEL：0263-58-2056 FAX：0263-85-1440 

★編集後記★ 
敷地に植樹されている桜やイチョウがきれいに

紅葉し、散っています。秋は今までの教育の成果が
見える季節です。音楽会や部活の新人大会、３年生
の総合テストなど、大きな行事が続きました。一つ
一つ乗り越えるたびに、まずは「実施できた」こと
に安堵します。コロナ禍が続きますが、様々な行事
を通して生徒たちが着々と成長している姿を感じ
とれました。いよいよ２０２２年も残すところあと
１ヶ月となり、次年度に向けての準備を進める時期
となります。          教頭：重盛 

 

＜閉庁日緊急連絡先＞ 
・市役所宿直 
３４－３０００ 
※２４時間対応 


